
令和５年度 第５回 よどがわワイガヤ推進委員会 議事要旨 

 

日時：令和６年３月 26 日（火） 午後 7 時 00 分～午後 8 時０0 分 

場所： 

出席者： 

【委員（五十音順）】 

久仁本委員、櫻井委員、土井委員、増田委員 

【事務局】 

（淀川区役所）大西政策企画課担当係長、岸本政策企画課担当係員 

 

資料： 

・ 令和５年度第５回よどがわワイガヤ推進委員会 次第 

（委員より提供） 

・ 新しい図書館の魅力向上案についての話し合い報告 

・ 記憶のボックス・アーカイブプロジェクト 概要 

 

内容： 

１． ワイガヤ図書館の活用について 

・ 委員のみのオフミーティングで新図書館の魅力向上案を考えた。 

・ 費用面・人手・規則は考慮していないので、実現可能性については今後話し合っていけたらと考え

ている。 

○館内での図書閲覧について 

・ まちライブラリー・市立図書館・大学図書館の 3 つの図書館で、エリアを超えての閲覧が可能になれ

ばよいのではないか？ 

・ BDS※というシステムを導入すれば、エリアを超えた図書の閲覧が可能になるのではないか。新図

書館に導入予定はあるか？ 

→（区） 

・ システム導入の検討となると難しいかもしれないが、図書館に導入予定の有無について確認するこ

とは可能。 

・ エリアを超えた図書閲覧の実現方法について、BDS に限らず、今後本委員会で市立図書館の担

当者も交えて一緒に考えていければと思う。 

・ 図書館移設は 2027 年なので、運用面についてはそこまで急ぐ必要はないかと思う。 

※BDS（ブックディテクションシステム） 

出入口等に BDS ゲートを設置し、貸出処理をしていない図書を持ったままゲートを通ると警告音が鳴る

システム。神戸市立図書館で導入実績あり。 

 

○多目的スペースの利用について 

・ 一般の方も利用できれば魅力向上につながるのではないか。 

https://www.city.kobe.lg.jp/a09222/kosodate/lifelong/toshokan/guidance/bds.html


・ 市立図書館によると、現在の多目的スペースは、開館時間は公用行事等でほぼ埋まっているのが

現状。 

・ 図書館と共催の形をとれば開館時間に多目的スペースの利用できるのではないか。 

・ 共催でない場合は、開館時間外に多目的スペースを利用できるような仕組みがあればいいのでは

ないかと思うが、可能か？（区役所や図書館に時間外でも受付可能な利用申込窓口を設ける

等） 

→（区）新図書館では現状よりスペースが広くなるので、図書館と共催であれば開館時間中でも可能

ではないか。時間外利用についてはハードルが高いかもしれないが、実現可能性について今後図書館の

担当者と検討していけたらと思う。 

・ 開館時間外にイベントが開催できる場合、早朝イベントや宿泊イベント等ができれば、普段図書館

をあまり利用しない方も呼び込めるのではないか。 

・ 本のディスプレイを工夫すれば、本が苦手な子どもも図書館に行くハードルが下がり、子どもの読書

率の向上にもつながるのではないか。 

・ ビジネス関係イベントや婚活イベントなど、大人も参加できるイベントがあれば、新たな層をとりこむこ

とができるのではないか。 

→（区）今後は、いただいた提案を図書館に共有し、区役所と図書館の担当者で実現可能性につい

て調整していきたい。その際に、委員を代表してどなたかが入っていただければ良いかと思う。 

 

○展示場所（ギャラリー）の活用について 

・ 多目的スペース同様、一般の方が利用できるようになれば良いのではないか。 

・ 展示場所と多目的スペースが連動していれば魅力向上につながるのではないか。 

→（区） 

・ 図書館との共催であれば可能かと思う。 

・ 一般の方が利用できるようにするには、ルール決めが必要（有償・無償/個人による利用の可否な

どを決める必要がある）。 

・ 市立図書館やまちライブラリーだけでなく、大学の図書館とも連携できれば様々な企画ができるので

はないかと思う。 

 

○記憶の BOXについて 

・ 一般の方の提供資料を収集・保管しておくことで、文献にも載っていないような情報を残していくこと

ができる。 

・ 資料収集・保管時の作業スペース確保が課題（まちライブラリーは使用可能か）。資料を持ち寄

るタイミングや、資料を保管するタイミングでワークショップイベントを開催したい。 

・ 管理・運用方法については今後ルール決めが必要。ワイガヤ委員会の中に「記憶の BOX 班」をつく

り、ここが主体となって運用できれば良いのではないか。 

・ 提案内容について、大学図書館側への調整を区で行うことは可能か？ 

→（区）大学側とは今後調整するタイミングがあると思う。 

・ 記憶の BOX 実現にあたり、提案に期限はあるか？（図書館内装のレイアウトが決まる前等） 



→（区）記憶の BOX において、ハード面で必要になるのは棚ぐらいか思うので、そこまで急がなくても実

現可能ではないかと思う。 

 

２． その他 

○令和６年度委員会の開催方法等について 

・ 次年度は定期的に開催できればと思っている。 

→（区）4 月下旬頃までは区役所の人事異動等で繁忙になるため、次年度の開催については 4 月下

旬～ゴールデンウイーク明け頃に次年度の担当者と調整していきたい。 

 

○淀川河川敷十三エリアについて 

（区） 

・ 委員会で魅力向上についての提案ができるようになるのは、河川敷の整備・運営事業者から具体

的な提案が出てきてからになる。 

・ マンションから河川敷に至るまでのにぎわいづくりが課題として挙がっているため、今後河川敷の魅力

向上とあわせて何か考えていけたらと思っている。 

・ 委員会で具体的な提案ができるようになる時期については、今後調整していく。 

 

○阪急阪神不動産によるモデルルーム「ジオタワー十三マンションギャラリー」について 

・ モデルルーム自体が新図書館をイメージした作りになっている。 

・ 阪急阪神不動産との調整次第で、新図書館オープン前のプレ企画としてモデルルーム内でのイベン

ト実施も可能ではないかとのことだった。 

 

○伊丹市立図書館見学について 

・ 伊丹市立図書館では、イベントの企画会議を実施している。※提案者が内容をプレゼンし、参加

者との意見交換により改良してイベントを開催している。 

※毎月第 1 水曜日 18 時 30 分開催 

・ ワイガヤ委員会として見学する場合は、区役所から図書館に調整する。 

https://www.city.itami.lg.jp/SOSIKI/EDSHOGAI/EDLIB/kouryu_floor/index.html

